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基礎となるべきものが必要である．まずは，DR の X 線受像器であるフラットパネルディテ
クタ（FPD）の技術進化と先行研究を把握し，現状と課題を整理したい． 
 
① CRから FPDへ，静止画から動画へ 
FPDの研究起源は 1950～1960年代にさかのぼる．現在のように 2次元で X線を検出するよ











② 可搬型 FPDの開発 
可搬型 FPD の販売は 2001 年に始まった．導入当時の可搬型 FPD は，検出器サイズが 23cm
×29cmと小さく，一般的なカセッテ約 2枚分の重量があった．その後，2009年には動画対
応のパネルもラインナップに加わり，現在では，様々なサイズの可搬型 FPD が商品化され
ている．導入当初は 200μm だったピクセルサイズも，今では 150μm 程度になった．2010
年にはワイヤレスの可搬型 FPD が開発され，17×17 インチの場合，最軽量のものでは重量




























図 2 FPDによる長尺撮影で取得した側弯症症例（写真提供：島津製作所） 
ダイナミックレンジ圧縮をかけることで被写体の厚いところから薄いところまで一様に見
ることができる ※文献 16より引用 
 
② デジタルトモシンセシス (Digital Tomosynthesis) 
FPD の最大の特徴 “リアルタイム画像読み取り機能”を有効利用したアプリケーションの






































すると CT のみで対応できるわけではない．特に，低線量 CT による肺がん検診が困難な国
や地域・所得階層での需要が見込まれる技術である．  
    




























図 4 胸部単純 X線写真（左）と骨陰影を除去した Bone suppression画像（右）（Riverain 
Technologes の HP http://www.riverainmedical.com/より） 
※日本では 2013年 4月～東陽テクニカから販売されている． 
 
③ コンピュータ支援診断（CAD：computer-aided diagnosis） 
胸部単純 X 線写真を対象とした CAD の研究開発は，肺結節陰影の検出・良悪性鑑別，間質
性疾患の検出，心胸郭比の自動計測，気胸の検出，脊椎骨折の検出，などが行なわれてき
た[26]．このうち，肺結節陰影の検出と心胸郭比の自動計測が商品化されている． 
















































図 5 低コスト・低被ばくポータブル X線肺機能イメージング（診る聴診器）の概念図 
 


















図 7 吸気過程の 2フレーム間差分で作成した肺換気マップ（左：従来画像，右：肋骨除去
画像）と肺換気シンチグラフィ（31M，嚢胞性肺気腫）※文献 36より引用 
  
 図 8 肋骨動態解析の結果（68F，左肺癌・側弯症） (a)通常の胸部 X線動画像，(b) 骨 X



















① 線量指標（Exposure Index :EI）による画質・線量管理 
ディジタル画像の画質と線量の最適化を図るために３つの指標，Exposure Index (EI), 




















































DR セミナーでは，ディジタル X 線画像システムの入出力変換特性，解像特性（MTF），ノイ
ズ特性（NPS），そしてこれらを総合する量子検出効率（DQE）の評価技術の習得を目指す．
取り扱う測定法はすべて，IEC規約で定められた世界標準である．セミナーでは，サンプル














図 11 観察者実験の様子（左）と最終的に算出された ROC曲線（右） 
 
③ C言語プログラミング 





























AAPM/RSNA合同シンポジウム「Basic Physics Lecture for the Radiologic Technologist」
を例にみていきたい． 
 
RSNA2014「Radiography: Getting the Information We Need and Doing It Efficiently」 
RSNA2013「Digital Imaging Exposure Indicators-Implication for Image Quality and Dose」 
RSNA2012「Digital Breast Tomosynthesis—Physics and Clinical Considerations」 






グラムからも把握できる．RSNA の場合，胸部領域の臨床研究は Chest [Digital Imaging]















RSNA Chest [Digital Imaging], 
Physics [X-ray Imaging] 
CARS Computer Assisted Radiology (CARS), 
Computer-Aided Diagnosis (CAD) 
SPIE  Physics of Medical Imaging 
Image Processing 
Computer-Aided Diagnosis (CAD) 
ECR Chest 
Physics in Radiology 
Radiographers 
AAPM Imaging [radiography/Fluoroscopy] 
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